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研究実施情報提供書 

患者情報の研究利用に関するお知らせ 
 

【研究課題名】 
子宮体がん患者における末梢血を用いたDNAミスマッチ修復遺伝子のメチル化についての 
後方視的検討 

 
【本研究の目的】 
本研究は、慶應義塾大学医学部産婦人科で行っている研究です。子宮体がん患者において末梢血

中に DNAミスマッチ修復遺伝子のメチル化が存在するかを調べることです。子宮体がん患者の末
梢血の DNAミスマッチ修復遺伝子のメチル化と子宮体がんとの関連を検討し、子宮体がんの発が
ん機構の解明を目指しています。 
 
【本研究の概要】 

2008年 1月から 2011年 12月に慶應義塾大学病院産婦人科において子宮摘出術を施行し、病理組

織学的診断で子宮体がんと診断された患者さまの中から、皆様の診療記録（カルテ）、家族歴、治療

経過、末梢血試料、病理標本を分析します。末梢血試料を用いて DNAミスマッチ修復遺伝子のメ

チル化があるかどうかを調べます。末梢血試料において DNAミスマッチ修復遺伝子のメチル化を

認めた症例に対しては病理標本を分析します。研究対象として最大 150名程度の患者の皆様の診療
録、および手術検体の情報および手術標本を利用させていただきます。 

 
【研究期間】 
平成 24年 10月 11日～平成 25年 3月 31日 

 
【プライバシ－の保護に関して】 
研究においては既存の診療記録、末梢血試料、病理標本を利用させていただくので、患者の皆様

への身体的負担はありません。また診療情報は、すべて日常の診療業務の中から生み出されたもの

であり、研究自体を目的として収集されたデータではありません。すべてのデータは患者さん個人

を直接特定できない匿名化情報として収集された上、厳格に保護されます。またこれらの研究課題

のすべては、慶應義塾大学医学部倫理委員会における審査をうけ承認を得られたものです。 
 
【同意撤回の自由】 
もしこの研究についてのご質問等がおありの場合は、研究責任者までいつでもご質問ください。

また御自身の情報を本研究に利用することについて、ご了承いただけない場合には、以下の研究責

任者に御連絡ください。当該データを研究の対処より除外いたします。なおその場合においても、

皆様の病院サービスご利用について不利益が生じることは、全くございませんのでご安心ください。 
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【研究結果に関して】 
 本研究の成果は論文などにより公表させていただきますが、公開内容には個人のプライバシーに

関わることは含みません。 
 
【研究終了後の試料について】 
本研究終了後、匿名化された個人情報は本研究以外には用いることはありません。新たな研究の

ために使用する必要がある場合は、改めて慶應義塾大学医学部倫理委員会における審査申請を行い

ます。 
 
平成 24年 10月 11日 
 
研究責任者 
慶應義塾大学医学部産婦人科学教室 阪埜浩司／辻浩介 
連絡先： 03-5363-3819 


